
事故分類 物損公衆災害 発生日時 工事関係者区分 元請け

事故区分 埋設物等損傷 性別 ― 年齢 ― 業種区分 土木

被災程度 事故レベル Ⅰ 休業見込日数 ―

工事概要

事故概要

事故原因

改善策

様式６

公 共 工 事 等 事 故 情 報

　掘削を伴う作業を行う際は、作業日当日に地下埋設物の有無について運転者のみでなく作業員全員
で確認を行い作業に取り掛かる。
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ガス本管（φ30）を破損

本管（GXφ200）布設のための掘削作業中に、GL-0.65ｍに布設されていたガス供給管φ30を破損さ
せたもの。

地下埋設物（ガス）のマーキングを事前に行っていたが、バックホウの運転者が事故発生箇所に施さ
れていたマーキングを見落とし、掘削作業を継続していて深度65㎝にあった被災管にバケットを接触さ
せた。このとき、当作業には合図者は配置されていたが、合図者の注意がバックホウのバケット先端側
に集中していたため同様にマーキングを見落とした。なお、道路北側のマーキング付近に掘削土が散
乱し視認しづらくなっていたことも見落としの要因の一つと考えられる。
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